


大和朝廷が唐・新羅の侵攻に備え、国防のために九州から都までの間の要衝に山城が
築かれたことが『日本書紀』の667年11月の条に記されています。屋嶋城もその一つ。
屋島は古代の海上ルートの要所にあたり、山上の急峻な崖を利用して、堅牢な城が築
かれました。2002年に城門が確認され、往時の姿を取り戻すべく修復工事が行われま
した。長い年月を経て蘇った城門や城壁を間近で見学することができ、また上記のアプ
リをダウンロードすることで、CGで復元された屋嶋城の姿を楽しむこともできます。


